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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　放送波を受信する放送波受信部と、
　前記放送波を選局するチャネル操作部及び静止画像を選択する静止画像選択モード及び
静止画像を表示する静止画像表示モードを設定する設定部を備える操作モジュールと、
　少なくとも１つの静止画像及びこの静止画像とともに表示すべき、時計表示、カレンダ
表示、天気表示及び占い表示の少なくとも１つの表示項目を含む付加情報を保持する不揮
発性メモリと、
　外部メモリを接続可能なコネクタ部と、
　前記チャネル操作部で選局された前記放送波の映像信号を生成し、前記静止画像表示モ
ードにおいて、前記不揮発性メモリから得られる静止画像或いはこの静止画像を含むプレ
ビュー画面を表示する静止画像の映像信号を生成する信号処理部と、
　前記静止画像選択モードの設定の際に、前記コネクタ部への前記外部メモリの接続を検
知し、この外部メモリ内に静止画像が保存されていることを検知し、前記操作モジュール
からの前記静止画像を選択する選択入力に応答して前記外部メモリから前記不揮発性メモ
リに選択された静止画像を転送し、また、前記静止画像表示モードにおいて、前記操作モ
ジュールからの入力に応じて前記プレビュー画面に前記静止画像とともに表示すべき前記
表示項目の少なくとも１つを設定し、この表示項目を付加した静止画像の映像信号を前記
信号処理部で合成処理して生成させる表示設定部であって、
　前記信号処理部における前記画像合成処理の際に前記表示項目の基礎データを前記放送
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波から取得させ、この基礎データを前記放送波から取得できない場合には、インターネッ
トを介して取得させて基礎データを前記表示項目に表示させ、
　前記静止画像表示モードにおける前記チャネル操作部の選局に応答して前記静止画像の
表示を前記放送波の映像信号による表示に切り替える表示設定部と、
　を具備することを特徴とする表示システム。
【請求項２】
　前記設定画像は、前記表示項目の表示位置、サイズ及び透過度を指定する表示設定画像
を含み、この画面表示設定画像を参照する操作モジュールの入力に応じて前記表示項目が
前記静止画像中に表示されることを特徴とする請求項１に記載の表示システム。
【請求項３】
　前記不揮発性メモリは、デフォルトの静止画像を保持し、前記信号処理部は、このデフ
ォルトの静止画像を含むプレビュー画面を表示する為の映像信号を生成することを特徴と
する請求項１の表示システム。
【請求項４】
　前記設定画像は、前記表示項目の非表示を指定する表示設定画像を含み、この画面表示
設定画像を参照する操作モジュールの入力に応じて前記表示項目が前記静止画像中に非表
示とされることを特徴とする請求項１に記載の表示システム。
【請求項５】
　　前記信号処理部は、放送信号から映像信号を生成し、前記操作モジュールは、前記映
像信号に含まれるシーンにおける静止画像の獲得を指示する指示部を備え、前記静止画像
選択部は、この指示部からの前記シーン静止画像の獲得に応答して前記獲得したシーン静
止画像を前記不揮発性メモリに転送することを特徴とする請求項１の表示システム。
【請求項６】
　　静止画像を選択する静止画像選択モードの設定に応答してコネクタ部への外部メモリ
の接続を検知し、この外部メモリ内に静止画像が保存されていることを検知し、静止画像
を選択する選択入力に応答して前記外部メモリから前記不揮発性メモリに選択された静止
画像を転送し、
　静止画像を表示する静止画像表示モードにおいて、少なくとも１つの静止画像及びこの
静止画像とともに表示すべき、時計表示、カレンダ表示、天気表示及び占い表示の少なく
とも１つの表示項目を含む付加情報を保持する不揮発性メモリから得られる静止画像を含
むプレビュー画面を表示する為の映像信号を生成し、
　外部入力に応じて前記プレビュー画面に前記静止画像とともに表示すべき、前記表示項
目の少なくとも１つの設定画像を付加して前記表示項目を設定し、
　前記静止画像表示モードにおいて、前記静止画像上に前記表示項目を付加した静止画像
の映像信号を合成処理して生成し及び選局した放送波の映像信号を生成して表示する表示
方法において、
　前記画像合成処理の際に前記表示項目の基礎データを放送波から取得させ、この基礎デ
ータを前記放送波から取得できない場合には、インターネットを介して取得させて基礎デ
ータを前記表示項目に表示させ、
　前記静止画像表示モードにおける放送波を選局するチャネル操作に応答して前記静止画
像の表示を前記放送波の映像信号による表示に切り替えさせることを特徴とする表示方法
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、静止画像をフォトフレームとして表示する表示システム及び表示方法に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　近年、テレビ受信装置の多機能化が進み、フォトビューア機能を備えたテレビ受信装置
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が開発されている。このフォトビューア機能を備えたテレビ受信装置の一例として特許文
献１がある。この特許文献１に開示されたテレビ受信装置は、ディジタルスチルカメラが
接続可能であり、ディジタルスチルカメラが接続された状態で、或いは、そのカメラから
取り出されたメモリが装着された状態でそのメモリに保持されるフォト画像をテレビ受信
装置で閲覧することができる。
【０００３】
　静止画の表示に関しては、フォトビューア機能に類似した機能として静止画を表示し続
けるフォトフレーム機能が知られている。従来、このフォトフレーム機能をテレビ受信装
置に予め与えることが提案されている。この提案に係るテレビ受信装置では、テレビジョ
ン受像器の製造時に少なくとも１枚の静止画が予め内部メモリ内に格納され、必要に応じ
て静止画を呼び出し、フォトフレームとして表示することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平１１－２７５５０３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　近年、ユーザのテレビ受信装置に対する各種機能の向上に対する要望が高まり、フォト
ビューア機能に限らず、ユーザの嗜好に応じた静止画をフォトフレームとして表示するこ
とができることが要望されている。しかしながら、提案されたテレビジョン受像器では、
製造者側で用意された静止画のみがフォトフレームとして表示されるに過ぎず、ユーザが
独自にお好みの静止画を取り込んでフォトフレームとして表示する機能までも与えられて
いない問題があり、ユーザからのフォトフレーム機能の改善が望まれている。特に、フォ
トフレームの表示において、簡易にフォトフレームの設定を変更することができ、ユーザ
が必要とする情報をも表示することができることが要望されている。
【０００６】
　本発明の目的は、フォトフレームのような静止画像を表示する表示機能の利便性を向上
することができる表示システム及び表示方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の第１観点によれば、
　静止画像表示モードを設定する操作モジュールと、
　少なくとも１つの静止画像を保持する不揮発性メモリと、
　前記静止画像表示モードにおいて、前記不揮発性メモリから得られる静止画像を含むプ
レビュー画面を表示する為の映像信号を生成する信号処理部と、
　前記静止画像表示モードにおいて、前記プレビュー画面に前記静止画像とともに表示す
べき表示項目の設定画像を付加し、前記操作モジュールからの入力に応じて前記表示項目
を設定する表示設定部と、
　を具備し、前記静止画像表示モードにおいて、前記信号処理部が前記静止画像上に前記
表示項目を付加した映像信号を生成することを特徴とする表示システムが提供される。
【０００８】
　本発明の第２観点によれば、
　静止画像表示モードにおいて、少なくとも１つの静止画像を保持する不揮発性メモリか
ら得られる静止画像を含むプレビュー画面を表示する為の映像信号を生成し、
　前記プレビュー画面に前記静止画像ともに表示すべき表示項目の設定画像を付加し、外
部入力に応じて前記表示項目を設定し、
　前記静止画像表示モードにおいて、前記静止画像上に前記表示項目を付加した映像信号
を生成して表示することを特徴とする表示方法が提供される。
【発明の効果】
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【０００９】
　これら表示システム及び表示方法では、受信装置にフォトフレーム機能が与えられ、外
部メモリから静止画像を受信装置内のメモリに消去可能に格納することができ、この静止
画像をお好みのフォトフレーム画像として表示部(ディスプレイ）に表示することができ
る。特に、静止画像表示モードでは、フォトフレームで表示される静止画像に付加情報を
付加することができ、ユーザフレンドリーな画面表示に従ってこの付加情報を設定するこ
とができる。付加情報は例えば時計、カレンダ、天気予報、占いなどが該当し、これらの
基礎データは時刻情報、日付情報、天気情報、占い情報のテキストとして放送波やインタ
ーネット経由で取得することができる。また、独自の付加情報設定としては、例えば付加
情報画像の位置、サイズ、透過度等を設定できる。このような付加情報画像がお気に入り
静止画像に重ねられる場合、静止画像表示が長引いても、付加情報画像が静止画像表示に
対する退屈さをユーザに感じさせることはなく、静止画像表示機能の利便性を向上するこ
とができる。
【００１０】
　また、放送中の番組のあるシーンをも静止画像として受信装置内のメモリに取り込むこ
とができ、同様にこの静止画像をもフォトフレーム画像として表示部(ディスプレイ）に
表示することができる。従って、受信装置の表示機能の利便性を向上することが可能とな
る。また、受信装置内のメモリ内の静止画像は、ユーザフレンドリーな画面表示に従って
選択或いは削除が可能であり、この観点からも受信装置の表示機能の利便性を向上するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】本発明の一実施形態に係るテレビ受信装置の構成を概略的に示すブロック図であ
る。
【図２】図１に示すリモコンに設けられる様々な操作キーを示す図である。
【図３】図１に示すマイクロプロセッサにより行われるコマンド処理を示すフローチャー
トである。
【図４】（ａ）～（ｅ）は、図３に示すコマンド処理で得られる表示画面の遷移を示す図
である。
【図５】（ａ）～（ｄ）は、図４に示すフォトフレーム設定画面で「フォト選択」を選択
した場合に得られる表示画面の遷移を示す図である。
【図６】図１に示すＵＳＢコネクタ或いはカードコネクタに外部メモリが接続された際の
マイクロプロセッサにおける外部メモリからフラッシュメモリへの静止画像の取り込み処
理を示すフローチャートである。
【図７】図１に示すテレビ受信装置におけるスチル画像の取り込み処理を示すフローチャ
ートである。
【図８】（ａ）～（ｅ）は、図５に示すフォトフレーム設定画面で「フォト編集」を選択
した場合に得られる表示画面の遷移を示す図である。
【図９】図１に示すマイクロプロセッサにおけるフラッシュメモリに登録された静止画像
の削除処理を示すフローチャートである。
【図１０】図３に示す付加情報設定処理を詳しく示すフローチャートである。
【図１１】図５に示すフォトフレーム設定画面で「付加情報設定」を選択した場合に得ら
れるプレビュー画面を示す図である。
【図１２】図３に示すフォトフレーム表示処理を示すフローチャートである。
【図１３】図１２に示す登録静止画像のフォトフレームを表示する処理を詳細に示すフロ
ーチャートである。
【図１４】図１０に示すアナログ時計画像合成処理を詳しく示すフローチャートである。
【図１５】図１０に示すカレンダ画像合成処理を詳しく示すフローチャートである。
【図１６】図１０に示す天気予報画像合成処理を詳しく示すフローチャートである。
【図１７】図１０に示すアナログ時計画像合成処理を詳しく示すフローチャートである。
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【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、添付図面を参照して本発明の一実施形態に係るテレビ受信装置について説明する
。
【００１３】
　図１は、本発明の一実施形態に係るテレビ受信装置の構成を概略的に示している。この
テレビ受信装置は、地上アナログ放送波、並びにＢＳ、ＣＳ及び地上デジタル放送波を受
信可能であり、マイクロプロセッサ１０、デジタル用チューナ１１、アナログ用チューナ
１２、デジタル用復調器１３、アナログ用復調器１４及びＴＳ復号器１５を備えている。
【００１４】
　ＢＳ,ＣＳ及び地上デジタル放送波は、アンテナ１で受信され、この受信信号がデジタ
ル用チューナ１１に供給される。同様に、地上アナログ放送波は、アンテナ１で受信され
、この受信信号がアナログ用チューナ１２に供給される。デジタル用チューナ１１及びア
ナログ用チューナ１２は、フェーズロックドループ(ＰＬＬ)方式を採用し、マイクロプロ
セッサ１０の制御により中心周波数及び帯域幅等の受信パラメータを指定してそれぞれ所
望の放送波を選局するために用いられる。
【００１５】
　デジタル用チューナ１１で選局した放送波の受信信号は、例えば日本の場合にＯＦＤＭ
(orthogonal frequency division multiplexing)方式のデジタル用復調器１３及びＴＳ復
号器１５に順次供給され、これらでデジタル映像信号及び音声信号に復調及び復号される
。アナログ用チューナ１２で選局された受信信号は、アナログ用復調器１４に供給され、
ここでアナログ映像信号及び音声信号に復調される。
【００１６】
　このテレビ受信装置は、更に、信号処理部１６、グラフィック処理部１７、ＯＳＤ(on 
screen display)信号生成部１８、映像処理部１９、ディスプレイ２０、音声処理部２１
、スピーカ２２、操作パネル２３、赤外線受光部２４、リモコン２５、フラッシュメモリ
２６、ＵＳＢ(Universal Serial Bus)コネクタ２７、カードコネクタ２８、及びネットワ
ーク通信回路２９を備える。信号処理部１６は、ＴＳ復号器１５からのデジタル映像信号
及び音声信号に対して選択的に所定のデジタル信号処理を施し、それぞれグラフィック処
理部１７及び音声処理部２１に出力する。また、信号処理部１６は、アナログ用復調器１
４からのアナログ映像信号及び音声信号を選択的にデジタル化し、このデジタル化された
映像信号及び音声信号に対して所定のデジタル信号処理を施し、それぞれグラフィック処
理部１７及び音声処理部２１に出力する。
【００１７】
　グラフィック処理部１７は、信号処理部１６から出力されたデジタル映像信号にＯＳＤ
信号生成部１８で生成されたＯＳＤ信号を選択的に重畳して出力する。映像処理部１９は
、グラフィック処理部１７から出力されたデジタル映像信号に対してディスプレイ２０に
適合させる例えばサイズ調整等の変換を行う。ディスプレイ２０は、映像処理部１９から
出力された映像信号に対応する映像を表示する。音声処理部２１は、信号処理部１６から
出力されたデジタル音声信号をスピーカ２２に適合させる音量調整等の変換を行う。スピ
ーカ２２は、音声処理部２１から出力された音声信号に対応する音声を再生する。
【００１８】
　マイクロプロセッサ１０は、操作パネル２３からの操作情報、またはリモコン２５から
送出され赤外線受光部２４で受信された操作情報を受けて、その操作内容が反映されるよ
うに各コンポーネントを制御する。ここで、操作パネル或いはキーボード２３及びリモコ
ン２５は、ユーザインタフェースとして機能する操作モジュールに相当している。図１に
示すように、マイクロプロセッサ１０は、様々な処理及び制御を行うＣＰＵ(central pro
cessing unit）３１、このＣＰＵ３１の制御プログラム及び様々な初期データを保持する
ＲＯＭ(read only memory）３２、ＣＰＵ３１の入出力情報を一時的に格納する作業エリ
アを提供するＲＡＭ(random access memory）３３、Ｉ２Ｃバス等を介して各コンポーネ
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ントに対する設定情報及び制御情報を入出力するインタフェース３４、及び放送波やネッ
トワーク経由で取得される時刻情報及び日付情報に従って補正される時計回路３５を含ん
でいる。
【００１９】
　ＵＳＢコネクタ２７は、様々なＵＳＢ機器を接続するために設けられている。カードコ
ネクタ２８は、様々なメディアカードを接続するために設けられている。また、ネットワ
ーク通信回路２９は、インターネットに直接あるいはＬＡＮ(local area network)経由で
接続されている。時刻情報を放送波から取得する場合は、アンテナ１で受信した信号から
、また時刻情報，天気，占い等基礎データをネットワークから取得する場合は、ネットワ
ーク通信回路２９から、それぞれマイクロプロセッサ１０に取り込まれる。
【００２０】
　不揮発性メモリとしてのフラッシュメモリ２６には、予め製造側においてテレビ受信装
置の出荷段階で少なくとも１つのフォト画像(プリインストール静止画像）及びこのフォ
ト画像をフォトフレームとして表示するために利用される様々な登録情報が格納されてい
る。後に説明されるように、ＵＳＢコネクタ２７、カードコネクタ２８或いはネットワー
ク通信回路２９を介してユーザが指定した静止画像をフォトフレーム静止画像としてフォ
トフレームに付加される付加情報の種別情報とともに取り込むことができる。この取り込
まれた静止画像は、様々な登録情報としてこのフラッシュメモリ２６に格納される。また
、この登録情報には、フォトフレームとして表示すべきお気に入りのフォトフレーム静止
画像並びにフォトフレームに付加される付加情報の種別情報に限らず、各付加情報に対す
る設定情報及び画像素材情報を含んでいる。ここで、画像素材情報は、プリインストール
登録情報としてフラッシュメモリ２６に予め登録されている。これら、様々な登録情報は
、ＵＳＢコネクタ２７、カードコネクタ２８或いはネットワーク通信回路２９を介して取
り込まれても良く、また、これらＵＳＢコネクタ２７、カードコネクタ２８或いはネット
ワーク通信回路２９を介して取り込まれて更新されても良い。
【００２１】
　マイクロプロセッサ１０は、フォトビューア機能やフォトフレーム機能を実現するため
に、ＵＳＢコネクタ２７に接続されるＵＳＢメモリやカードコネクタ２８に接続されるメ
ディアカードにファイルとして保持される１または複数のフォト画像を取り込み、信号処
理部１６、グラフィック処理部１７、及び映像処理部１９での処理を経て各フォト画像を
ディスプレイ２０に表示させる制御を行えるように構成されている。フォトフレーム機能
は、フォトフレームモードにおいて行われるテレビ受信装置の動作により実現される。フ
ォトフレームモードでは、ユーザがＵＳＢメモリやフォト画像メディアカードに保持され
る１または複数のフォト画像からお気に入りフォト画像を例えばリモコン２５の操作或い
は操作パネル２３の操作により選択し、マイクロプロセッサ１０がこのお気に入りフォト
画像をフラッシュメモリ２６に登録する。この登録後において、マイクロプロセッサ１０
は、お気に入りフォト画像をフォトフレームとしてディスプレイ２０に表示させ、さらに
付加情報画像をフォトフレームに重ねて表示するためにＯＳＤ信号生成部１８等の制御を
行う。ここで、マイクロプロセッサ１０、信号処理部１６、グラフィック処理部１７、Ｏ
ＳＤ信号生成部１８及び映像処理部１９は、フォトフレームモードにおいてフォトフレー
ムに対する付加情報の基礎データを取得し、この基礎データに対応する付加情報を表すよ
うに付加情報画像を合成し、表示されたフォトフレームに付加情報画像を重ねる表示制御
処理を独自の付加情報設定に従って行う表示制御モジュールを構成する。
【００２２】
　図２は、リモコン２５に設けられる様々な操作キーを示す。ユーザは、メインメニュー
キー５０やクイックメニューキー５１の操作によりディスプレイ２０上に選択肢を表示さ
せ、続いて上下左右の方向キー５２の操作により選択肢を選択し、決定キー５３の操作に
より選択結果を確定させる。また、戻るキー５４は画面を戻すために操作され、終了キー
５５は、操作の終了通知として操作される。チャネルキー５６は、放送波の選択やフォト
フレーム表示をキャンセルするために操作される。また、リモコン２５には、スチルキー
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５８が設けられ、放映中の動画像中でスチル画像(静止画像）として保存したい際にこの
スチルキー５８が押されると、その場面でのスチル(静止画像）が内蔵のメモリ、例えば
、ＲＡＭ３３に保存することができる。このＲＡＭ３３に保存した静止画像は、フォトフ
レームモードでお好み静止画像として選択することで、フラッシュメモリ２６に登録する
ことができ、フォトフレーム表示に利用することができる。
【００２３】
　図３は、マイクロプロセッサ１０により実行されるコマンド処理を示している。このコ
マンド処理は、操作パネル２３またはリモコン２５の操作時に操作情報として得られるコ
マンドに基づいて実行される。この図３を参照してコマンド処理の概要を説明する。
【００２４】
　コマンド処理が開始されると、始めにメインメニューキー操作があるかブロックＢ１１
でチェックされる。このメインメニューキー操作が検出されると、メインメニュー画面が
ブロックＢ１２で表示される。このメインメニュー画面は、例えば「機器選択」、「機器
操作」、「録画設定」、「フォトビューア」、及び「フォトフレーム」のような機能の選
択項目を含む。メインメニュー画面の表示後、ブロックＢ１３で「フォトフレーム」を選
択したかチェックされる。「フォトフレーム」の選択が検出されなければ、他の機能処理
がブロックＢ１４で行われ、再びブロックＢ１１に戻る。
【００２５】
　ブロックＢ１３で「フォトフレーム」の選択されると、この選択でフォトフレームの選
択を含むフォトフレームモード(静止画面選択モード）の設定として判断され、ブロック
Ｂ１５でフォトフレーム設定画面が表示される。このフォトフレーム設定画面には、例え
ば、「フォト選択」、「フォト編集」、「付加情報設定」、「開始」、及び「リターン」
のような選択項目が表示される。これら項目の選択操作はブロックＢ１６～Ｂ２０でチェ
ックされる。ここで、「フォト選択」では、後に説明されるように、外部メモリ内の静止
画を表示して取り込むべき静止画を選択して選択した静止画を取り込むことができる。
【００２６】
　「フォト編集」の選択操作がブロックＢ１７で検出されると、フォト編集処理がブロッ
クＢ２２で行われる。「付加情報設定」の選択操作がブロックＢ１８で検出されると、付
加情報設定処理がブロックＢ２３で行われる。ここで、付加情報は、例えば時計、カレン
ダ、天気予報、占いなどが該当し、これらの基礎データは、時刻情報、日付情報、天気情
報、占い情報のテキストとして放送波やインターネット経由で取得することができる。こ
の付加情報設定によって、フォトフレームにお気に入り静止画像に選択した付加情報を重
ねて表示することができる。また、独自の付加情報設定としては、例えば付加情報画像の
位置、サイズ、透過度等を設定できる。このような付加情報の設定に関しては、後に詳細
に説明する。
【００２７】
　また、ブロックＢ２１～Ｂ２３の処理が完了すると、ブロックＢ１５に戻される。「リ
ターン」の選択操作がブロックＢ２０で検出されると、ブロックＢ１１に戻される。
【００２８】
　フォトフレーム表示の「開始」を選択する操作がブロックＢ１９で検出されると、フォ
トフレーム表示処理がブロックＢ２４で行われる。即ち、フォトフレーム表示モード（静
止画像表示モード）が設定されてフォトフレームの表示が実施される。フォトフレーム表
示では、フラッシュメモリから選択された静止画像のデータがマイクロプロセッサ１０を
介して信号処理部１６に供給される。信号処理部１６は、静止画像のデータをフレーム信
号に変換してグラフィック処理部１７に供給する。グラフィック処理部１７では、後に述
べる付加情報が付加画像としフレーム信号に付加されて映像処理部１９に供給される。従
って、付加情報が付加されたフォトフレームとして表示される。フォトフレーム表示処理
が完了すると、自動パワーオフ時間が経過したかブロックＢ２５でチェックされる。自動
パワーオフ時間の経過が検出された場合には、テレビ受信装置の電源オフ手続きがブロッ
クＢ２６で実行される。コマンド処理は、この電源オフ手続きの実行後に終了する。他方
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、自動パワーオフ時間の経過がブロックＢ２５で検出されない場合には、ブロックＢ１１
に戻される。
【００２９】
　また、メインメニューキー操作がブロックＢ１１で検出されない場合には、クイックメ
ニューキー操作があるかブロックＢ２７でチェックされる。このクイックメニューキー操
作が検出されると、クイックメニュー画面がブロックＢ２９で表示される。このクイック
メニュー画面は、例えば「機器選択」、「機器操作」、及び「フォトフレーム」のような
機能の選択項目を含む。クイックメニュー画面の表示後、ブロックＢ３０で「フォトフレ
ーム」を選択したかチェックされる。「フォトフレーム」の選択が検出されなければ、他
のキー操作処理がブロックＢ２８で行われ、再びブロックＢ１１に戻る。「フォトフレー
ム」の選択が検出されると、これがフォトフレームモードの設定として判断され、フォト
フレーム設定画面において「開始」の選択操作が検出された場合と同様に、フォトフレー
ム表示モード（静止画像表示モード）におけるフォトフレーム表示処理がブロックＢ２４
で行われる。フォトフレーム表示処理が完了すると、自動パワーオフ時間が経過したかブ
ロックＢ２５でチェックされる。自動パワーオフ時間の経過が検出された場合には、テレ
ビ受信装置の電源オフ手続きがブロックＢ２６で実行される。コマンド処理はこの電源オ
フ手続きの実行後に終了する。他方、自動パワーオフ時間の経過がブロックＢ２５で検出
されない場合には、ブロックＢ１１に戻る。
【００３０】
　図４（ａ）～（ｅ）は、図３に示すコマンド処理で得られる表示画面の遷移を示してい
る。図４（ａ）に示されるように放送番組を視聴中にメインメニューキー操作をすると、
図４（ｂ）に示されるようにメインメニュー画面が放送番組の映像に中央で重なるように
してディスプレイ２０に表示される。ここで、「フォトフレーム」の選択操作をすると、
図４（ｃ）に示されるようにフォトフレーム設定画面が放送番組の映像及びメインメニュ
ー画面の代わりに表示される。このとき、フォトフレーム設定画面でフォトフレームの表
示開始の操作を選択すると、図４（ｄ）に示されるようにフォトフレーム画像がフォトフ
レーム設定の結果に従って表示される。また、このフォトフレーム表示では、例えばアナ
ログ時計のような付加情報画像がお気に入りフォト画像のフォトフレームに重ねて表示さ
れている。ちなみに、フォトフレームは、ディスプレイ２０の表示画面全体を占有する。
【００３１】
　また、図４（ａ）に示されるように放送番組を視聴中にクイックメニューキー操作をす
ると、図４（ｅ）に示されるようにクイックメインメニュー画面が放送番組の映像に左端
付近で重なるようにしてディスプレイ２０に表示される。フォトフレーム設定が既に完了
している場合には、「フォトフレーム」の表示を選択すると、図４（ｃ）に示されるフォ
トフレーム設定画面の表示が省略され、図４（ｄ）に示されるように速やかにフォトフレ
ーム表示がフォトフレーム設定に従って行われる。尚、各表示画面は図４（ａ）～（ｄ）
に示すように戻るキー操作、終了キー操作、及びリターン操作のいずれかにより１つ前の
画面に戻ることができる。チャネル番号キーであれば、放送番組の映像表示に戻る。
【００３２】
　図５（ａ）～（ｃ）は、図４（ｃ）に示すフォトフレーム設定画面上で「フォト選択」
を選択してフォトフレーム用の静止画像を取り込む場合の表示画面の遷移を示している。
図５（ａ）に示すように、フォトフレーム設定画面に表示される「フォト選択」(画面上
では、"Photo Select")、フォト編集（画面上では、"Photo Edit"）及び付加情報設定（
画面上では、"Setting"）から「フォト選択」を選択すると、「フォト選択」が開始され
る。このフォト選択では、始めに図６に示すように、フォト取り込みの為にブロックＢ１
０１で外部メモリがＵＳＢコネクタ２７或いはカードコネクタ２８に接続されているかが
検知される。外部メモリの接続が検知されない場合には、「外部メモリが接続されていま
せん」の表示とともにフォト選択処理が終了される。従って、ユーザが外部メモリからの
フォト選択を望む場合には、ＵＳＢコネクタ２７或いはカードコネクタ２８を介して外部
メモリを接続し、再度、フォトフレーム設定画面上で「フォト選択」を選択することとな
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る。
【００３３】
　ブロックＢ１０１で外部メモリがＵＳＢコネクタ２７或いはカードコネクタ２８に接続
されているかが検知される場合には、ブロックＢ１０２で複数の外部メモリが複数のＵＳ
Ｂコネクタ２７及び又はカードコネクタ２８に装着されているかが検知される。複数の外
部メモリがＵＳＢコネクタ２７及び又はカードコネクタ２８に装着されていることが検知
される場合には、複数の外部メモリが装着された機器であるＵＳＢコネクタ２７及び又は
カードコネクタ２８の名称が図５（ｂ）に示すように画面にリスト表示される。この接続
機器のリスト表示で接続機器を選択すると、ブロックＢ１１１で選択された接続機器が選
択される。接続機器が選択されると、ブロックＢ１１２で選択された接続機器に装着され
た外部メモリに静止画像が保存されているかが検知される。ここで、静止画像が保存され
ていない場合には、選択された外部機器に静止画像が保存されいない旨が表示されて非選
択の他の外部機器を選択するかの問い合わせ画面が表示される。ブロックＢ１１３で非選
択の他の外部機器を選択しない旨を選択したことが検知される場合には、「外部機器の選
択がキャンセルされました。」の表示とともにフォト選択処理が終了される。ブロックＢ
１１３で他の外部機器の選択が検知される場合には、ブロックＢ１１１に戻され、再び接
続機器の選択が検出される。
【００３４】
　ブロックＢ１１２で選択された接続機器に装着された外部メモリに静止画像が保存され
ていることが検知される場合には、「選択した機器からの画像の取り込み」の問い合わせ
画面が表示される。この「画像の取り込み」の問い合わせ画面で「画像の取り込み」が選
択されない場合には、他の外部機器を選択するかの問い合わせ画面が表示される。ブロッ
クＢ１１３で他の外部機器を選択しない旨を選択したことが検知される場合には、「外部
機器の選択がキャンセルされました。」の表示とともにフォト選択処理が終了される。ブ
ロックＢ１１３で他の外部機器の選択が検知される場合には、ブロックＢ１１１に戻され
、再び接続機器の選択が検出される。ブロックＢ１１３で「画像の取り込み」の問い合わ
せ画面で「画像の取り込み」が選択されたことが検知される場合には、図５（ｃ）に示す
ように外部メモリ、例えば、ＵＳＢメモリに収録されたフォト画像のリストがサムネル表
示される。
【００３５】
　また、ブロック１０２で単一の外部メモリがＵＳＢコネクタ２７或いはカードコネクタ
２８に装着されていることが検知される場合には、ブロックＢ１０３で接続された外部メ
モリに静止画像が保存されているかが検知される。何ら、静止画像が保存されていない場
合には、「外部メモリには、画像がありません」と表示されてフォト選択処理が終了され
る。従って、ユーザが外部メモリからのフォト選択を望む場合には、ＵＳＢコネクタ２７
或いはカードコネクタ２８に新たな外部メモリを接続し、再度、フォトフレーム設定画面
上で「フォト選択」を選択することとなる。
【００３６】
　ブロックＢ１０３で接続された外部メモリに静止画像が保存されていることが検知され
ると、「画像の取り込み」の問い合わせ画面が表示される。この「画像の取り込み」の問
い合わせ画面で「画像の取り込み」が選択されれない場合には、ブロックＢ１０４におい
て、外部メモリからの静止画像の取り込みの選択が検出されず、外部機器からの画像の取
り込みを選択しないとしてフォト選択処理が終了される。外部メモリからの静止画像の取
り込みを選択した旨が検出される場合には、図５（ｃ）に示すように外部メモリ、例えば
、ＵＳＢメモリに収録されたフォト画像のリストがサムネル表示される。
【００３７】
　図５（ｃ）に示すサムネル表示で取り込みべき静止画像が選択されると、そのサムネル
画像がアクティブで表示される。このアクティブとされた静止画像の取り込みの開始を選
択すると、ブロックＢ１０６で画像の取り込み開始が検出されて静止画画像がフラッシュ
メモリ２６に転送されて格納される。ブロックＢ１０６で画像の取り込みが完了すると、
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図５（ｄ）に示されるように、その選択された静止画像が表示されるとともに画像の取り
込みが完了しましたが表示される。この画面で終了が選択されると、図４（ｃ）に示され
るような番組視聴中の通常の画面に戻されることとなる。
【００３８】
　尚、上述した接続機器の選択画面やフォト画像の選択画面は図４（ａ）～図５（ｄ）に
示すように戻るキー操作またはリターン操作により１つ前の画面に戻ることができる。チ
ャネル番号キーであれば、放送番組の映像表示に戻すことができる。
【００３９】
　外部機器から静止画像を取り込む場合に限らず、放映中の放送シーンを静止画像として
抽出してこの静止画像をお好みのフォトフレーム画像としてフラッシュメモリ２６に登録
することができる。この放映中の放送シーンを静止画像として取り込む際には、図７に示
すように放映中の放送シーンの取り込み動作が開始される。図２に示すリモコン２５のス
チルボタン５８が押されると、図７に示されるブロックＢ１２１でそのスチルボタン５８
が押されたことが検知されて放映中の動画像の１シーンが特定され、このシーンのフレー
ム信号が信号処理部１６から取り出されて一時的にＲＡＭ３３に格納される。この放送シ
ーンの選択の際には、静止画像情報として放送シーンの番組名、放送チャネル及び日時が
同時にシーン情報として取り込まれ、シーンのフレーム信号とともにＲＡＭ３３に一時記
憶されることが好ましい。また、スチルボタン５８が押されたことに伴いそのシーンの１
フレーム静止画像がディスプレイ２０に表示される。このシーンのフレーム静止画像をフ
ラッシュメモリ２６に取り込んで登録する際には、再度、スチルボタン５８が押されるか
、或いは、決定ボタン５３が押される。このスチルボタン５８或いは、決定ボタン５３が
押されるたことがブロックＢ１２２で検知されると、その静止画像がシーン情報とともに
ＲＡＭ３３からフラッシュメモリ２６に転送されてブロックＢ１２３で保存登録される。
この保存登録がブロックＢ１２３で検知されると、ＲＡＭ３３上のフレーム静止画像が消
去されてその処理が終了される。また、ディスプレイ２０に表示された静止画像を登録し
ない際には、リモコン２５の戻るボタン５４が押される。従って、ディスプレイ２０上の
静止画像がキャンセルされて放映中の場面に戻される。この戻るボタン５４でのキャンセ
ルは、ブロックＢ１２４で検出されてフレーム静止画像のフラッシュメモリ２６への転送
準備がキャンセルされるとともにＲＡＭ３３上のフレーム静止画像が消去されてその処理
が終了される。
【００４０】
　図８（ａ）～（ｅ）は、図５（ａ）に示すフォトフレーム設定画面で「フォト編集」を
選択した場合に得られる表示画面の遷移を示す。図８（ａ）に示されるフォトフレーム編
集画面で、「フォト編集」(画面上では、"Photo Edit")を選択すると、図８（ｂ）に示さ
れるようにフォトフレーム設定画面がフラッシュメモリ２６に保持されるお気に入りフォ
ト画像が「回転」(画面上では、"Rotate")や「削除」(画面上では、"Delete")のような編
集用の選択項目と共に表示される。例えば「回転」の選択操作をすると、図８（ｃ）に示
されるようにフォト画像が「回転」の選択操作を行う毎に＋９０度ずつ回転される。
【００４１】
　また、「削除」の選択操作をすると、この選択操作が検知されて図９のブロックＢ１３
１に示されるように外部機器から取得された静止画像データがフラッシュメモリ２６中に
あるかが検出される。この検出に伴いフラッシュメモリ２６中の外部機器から取得された
静止画像が選択され、複数の静止画像がフラッシュメモリ２６中にある場合には、図５（
ｃ）に示すようなサムネル形式で外部機器から取得された静止画像データが表示される。
サムネル形式の表示で削除する静止画像が選択されると、その選択された静止画像が図８
（ｄ）に示すように削除する選択画像として表示される。また、単一の静止画像がフラッ
シュメモリ２６中にある場合には、ブロックＢ１３２でその単一の静止画像データが選択
されたと検知され、図８（ｄ）に示すように削除する静止画像データとして表示される。
この確認画面上で削除を選択すると、この選択がブロックＢ１３２で検知されて画面上に
は削除してよいかが表示される。この表示で「Yes」を選択すると、ブロックＢ１３４で
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フラッシュメモリ２６中の選択画像を削除する。ブロックＢ１３３で「No」を選択すると
、この削除が中止され、再び、ブロックＢ１３１における止画像データがフラッシュメモ
リ２６中にあるかが検出される。また、ブロックＢ１３１で戻るが検出されると、「削除
」の選択操作が中止されてフォトフレーム設定画面に戻される。ブロックＢ１３４で外部
機器から取得された静止画像データの全てが削除されると、図８（ｅ）に示されるように
「Preinstalled Photo File」というメッセージのデフォルト画像がお気に入りフォト画
像が未登録であることを通知するために表示される。
【００４２】
　図１０は、図３に示す付加情報設定処理を詳しく示し、図１１は、図５（ａ）に示すフ
ォトフレーム設定画面で「付加情報設定」を選択した場合に得られる表示画面を示してい
る。この付加情報設定処理では、付加情報設定画面がブロックＢ４１で表示される。付加
情報設定画面は、図１１に示すようにフォトフレームに選択した静止画像、例えば、家族
の写真がプレビュー画面として表示され、また、フォトフレームに表示する項目として「
時計表示設定」、「カレンダ表示設定」、「天気予報表示設定」、及び「占い表示設定」
が表示され、更に、表示画面の設定項目として「画面表示設定」が表示されている。左右
の方向キー５２を操作することにこれらの項目をアクティブとしてこれらの項目を指定し
、決定キー５３を操作することにより指定された項目をオンに設定することができる。例
えば、「時計表示設定」が指定されると、更に、アナログ時計及びデジタル時計での表示
設定項目が表れ、一方を指定すると、アナログ時計或いはデジタル時計がフォトフレーム
のプレビュー画面に予め定められたデフォルトの領域、例えば、図１１に三角で表示され
た領域にデフォルトの表示で表示される。また、「カレンダ表示設定」が指定されると、
予めＲＯＭ３２等に格納されているカレンダデータ、或いは、ネットワークを通信回路２
９等を介して獲得され、ＲＡＭ３３に格納されたカレンダデータが呼び出され、フォトフ
レームのプレビュー画面に予め定められたデフォルトの領域、例えば、図１１に長方形で
表示された領域にデフォルトの表示で表示される。更に、「天気予報表示設定」或いは「
占い表示設定」の表示が指定されると、予めネットワークを通信回路２９等を介して獲得
され、ＲＡＭ３３に格納された天気予報情報のデータ或いは占い情報のデータが呼び出さ
れ、フォトフレームのプレビュー画面に予め定められたデフォルトの領域、例えば、図１
１に三角形で表示された領域にデフォルトの表示で表示される。プレビュー画面に表示さ
れたこれらの表示は、設定項目を選定した後に決定キー５３の再操作によりオフすること
ができる。ディジタル放送波では、ディジタルテレビジョン信号中に天気予報情報のデー
タ或いは占い情報のデータが含まれていうことから、テレビジョン信号から天気予報情報
のデータ或いは占い情報のデータが信号処理部１６で取り出され、これらのデータがＲＡ
Ｍ３３に格納されても良い。「天気予報表示設定」或いは「占い表示設定」では、この表
示の指定で自動的にディジタルテレビジョン信号から天気予報情報のデータ或いは占い情
報のデータが獲得され、或いは、ネットワークを通信回路２９等を介して天気予報情報の
データ或いは占い情報のデータが獲得が取り込まれ、ＲＡＭ３３に格納されるように設定
される。
【００４３】
　「画面表示設定」には、「自動パワーオフ時間指定」、デフォルトの表示位置を変更す
る「位置指定」、デフォルトの表示サイズを変更する「サイズ指定」、及びデフォルトの
表示透過度を変更する「透過度指定」のような設定項目を含み、「画面表示設定」の指定
で「自動パワーオフ時間指定」、「リターン」、「位置指定」、「サイズ指定」、及び「
透過度指定」の項目が表示され、夫々上下の方向キー５２の操作によりこれらの項目を選
択することができる。「位置指定」では、左右の方向キー５２の操作により、例えば、表
示画面の「左上」、「右上」、「左下」、「右下」のうちのいずれかを指定することがで
き、いずれかの指定でプレビュー画面に表示された表示が指定された位置に表示され、プ
レビュー画面上で表示を確認することができる。また、「サイズ指定」では、左右の方向
キー５２の操作により例えば「大」、「中」、「小」のうちのいずれかを指定することが
でき、いずれかの指定でプレビュー画面に表示された表示の大きさが変更される。「透過
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度指定」では、左右の方向キー５２の操作により例えば「高」、「中」、「低」のうちの
いずれかを指定することができ、いずれかの指定でプレビュー画面に表示された表示の透
過度、即ち、透明感の表示が変更される。。ちなみに、「位置指定」、「サイズ指定」、
及び「透過度指定」はデフォルト状態で例えば「左上」、「中」、「小」にそれぞれ指定
され、必要に応じて変更される。「自動パワーオフ時間指定」が指定されると「時」及び
「分」が表示され、左右の方向キー５２の操作により「時」及び「分」を切り換え、上下
の方向キー５２の操作により０～２４という範囲の時間及び０～６０という範囲の分を指
定することができる。
【００４４】
　図１１に示す付加情報設定画面の表示後、「付加情報選択」に関して「アナログ時計」
、「デジタル時計」、「カレンダ」、「天気予報」、及び「占い」がそれぞれオンである
かブロックＢ４２～Ｂ４６でチェックされ、さらに「自動パワーオフ時間指定」及び「リ
ターン操作」に関してブロックＢ４７、Ｂ４８でチェックされる。これらの設定は、次に
述べるようにフラッシュメモリ２６に登録される。
【００４５】
　「アナログ時計」がオンであることがブロックＢ４２で検出されると、ブロックＢ４９
が実行される。このブロックＢ４９では、アナログ時計が付加情報の選択結果（すなわち
、種別情報）とされ、これがアナログ時計の位置、サイズ、及び透過度の指定値（すなわ
ち、設定情報）と一緒にフラッシュメモリ２６に登録される。「デジタル時計」がオンで
あることがブロックＢ４３で検出されると、ブロックＢ５０が実行される。このブロック
Ｂ５０では、デジタル時計が付加情報の選択結果とされ、これがデジタル時計の位置、サ
イズ、及び透過度の指定値と一緒にフラッシュメモリ２６に登録される。「カレンダ」が
オンであることがブロックＢ４４で検出されると、ブロックＢ５１が実行される。このブ
ロックＢ５１では、カレンダが付加情報の選択結果とされ、これがカレンダの位置、サイ
ズ、及び透過度の指定値と一緒にフラッシュメモリ２６に登録される。「天気予報」がオ
ンであることがブロックＢ４５で検出されると、ブロックＢ５２が実行される。このブロ
ックＢ５２では、天気予報が付加情報の選択結果とされ、これが天気予報の位置、サイズ
、及び透過度の指定値と一緒にフラッシュメモリ２６に登録される。「占い」がオンであ
ることがブロックＢ４６で検出されると、ブロックＢ５３が実行される。このブロックＢ
５３では、天気予報が付加情報の選択結果とされ、これが天気予報の位置、サイズ、及び
透過度の指定値と一緒にフラッシュメモリ２６に登録される。
【００４６】
　「自動パワーオフ時間指定」が選択されたことがブロックＢ４７で検出されると、ブロ
ックＢ５４が実行される。このブロックＢ５４では、自動パワーオフ時間の指定結果がフ
ラッシュメモリ２６に登録される。ブロックＢ４１～Ｂ４８は「リターン」の操作の検出
まで繰り返し実行される。付加情報設定処理は、「リターン」の操作の検出に伴って終了
する。
【００４７】
　図１２は、図３に示すフォトフレーム表示処理を詳しく示す。マイクロプロセッサ１０
は信号処理部１６、グラフィック処理部１７、ＯＳＤ信号生成部１８、及び映像処理部１
９に相当するフォト再生コンポーネントを制御対象としてこの表示処理を実行する。この
表示処理では、フラッシュメモリ２６に登録されたお気に入りフォト画像がブロックＢ６
１でフォトフレームとして持続的にディスプレイ２０に表示される。
【００４８】
　ブロックＢ６１は、より詳細には、図１３に示されるように外部機器から取得された画
像データがフラッシュメモリ２６に登録されているかが、ブロック１４１で検知される。
ブロック１４１で外部機器から取得された画像データが登録画像として登録されていない
場合には、ブロック１４２で予め製造者側で登録されたプリインスツール画像が検出され
て表示されて処理が終了される。ブロック１４１で外部機器から取得された画像データが
登録画像として登録されている場合には、選択可能な登録画像を表示する選択画面がサム
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ネル形式等で表示される。この選択画面で登録画像が選択されたことがブロック１４３で
検出されると、ブロック１４４でその選択画像が表示される。この画面で確認を選択する
と、フォト画像がフォトフレームとして持続的にディスプレイ２０に表示される。
【００４９】
　次に、図１２に示すブロックＢ６２では、上述のフォトフレームに対する付加情報があ
るかチェックされる。付加情報があることが検出されると、「アナログ時計」、「デジタ
ル時計」、「カレンダ」、「天気予報」、及び「占い」がオンであるか、それぞれブロッ
クＢ６３～Ｂ６７でチェックされる。「アナログ時計」がオンであることがブロックＢ６
３で検出されると、アナログ時計画像合成処理がブロックＢ６８で行われる。「デジタル
時計」がオンであることがブロックＢ６４で検出されると、デジタル時計画像合成処理が
ブロックＢ６９で行われる。「カレンダ」がオンであることがブロックＢ６５で検出され
ると、カレンダ画像合成処理がブロックＢ７０で行われる。「天気予報」がオンであるこ
とがブロックＢ６６で検出されると、天気予報画像合成処理がブロックＢ７１で行われる
。「占い」がオンであることがブロックＢ６７で検出されると、占い画像合成処理がブロ
ックＢ７１で行われる。
【００５０】
　付加情報が無いことがブロックＢ６２で検出された場合、及びフォトフレームに付加す
べき全ての付加情報に関する画像合成処理の終了が検出された場合、フォト画像や付加情
報画像がブロックＢ７３でディスプレイ２０の特性に依存して焼き付きを防止するために
決定される基準時間を越えて表示されたかチェックされる。もしこの基準時間を越えてい
ることが検出されれば、画像の表示位置がブロックＢ７４で所定ルールで僅かに変更され
る。このフォトフレーム表示処理はブロックＢ７４の実行後、または基準時間を越えてい
ないことがブロックＢ７３で検出された後に終了する。
【００５１】
　図１４は図１２に示すアナログ時計画像合成処理を詳しく示す。この画像合成処理では
、放送波経由で時刻情報を取得できたかブロックＢ８１でチェックされ、さらにネットワ
ーク経由で時刻情報を取得できたかブロックＢ８２でチェックされる。ブロックＢ８１ま
たはＢ８２のいずれかで時刻情報（すなわち、付加情報の基礎データ）を取得できたこと
を検出した場合に、ブロックＢ８３が実行される。このブロックＢ８３では、付加情報設
定処理で登録された指定位置、指定サイズ、指定透過度の設定情報をアナログ時計の画像
素材情報と一緒にフラッシュメモリ２６から取得する。これに続くブロックＢ８４では、
フォトフレームに指定位置で重なる指定サイズ及び指定透過度のアナログ時計画像を合成
して表示する。このアナログ時計画像は取得した時刻情報（現在時刻の時分）対応するア
ナログ時計（付加情報）を表すように画像素材情報から合成される。他方、ブロックＢ８
１及びＢ８２で時刻情報を取得できなかったことを検出した場合には、ブロックＢ８５が
実行される。ブロックＢ１１５では、時計表示不可の通知を一時的に表示する。アナログ
時計画像合成処理はこのブロックＢ８４またはＢ８５の実行後に終了する。但し、フォト
フレーム表示は、例えばリモコン２５のチャネルキー５６が操作されない限り継続する。
ここで、表示時刻は時計回路３５に従って１分単位に更新される。
【００５２】
　尚、デジタル時計画像合成処理は、アナログ時計の画像素材情報がデジタル時計の画像
素材情報に変更されることを除いて上述のアナログ時計画像合成処理と同様である。
【００５３】
　図１５は図１２に示すカレンダ画像合成処理を詳しく示す。この画像合成処理では、放
送波経由で日付情報を取得できたかブロックＢ９１でチェックされ、さらにネットワーク
経由で日付情報を取得できたかブロックＢ９２でチェックされる。ブロックＢ９１または
Ｂ９２のいずれかで日付情報（すなわち、付加情報の基礎データ）を取得できたことを検
出した場合に、ブロックＢ９３が実行される。このブロックＢ９３では、付加情報設定処
理で登録された指定位置、指定サイズ、指定透過度の設定情報をカレンダの画像素材情報
と一緒にフラッシュメモリ２６から取得する。これに続くブロックＢ９４では、フォトフ
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レームに指定位置で重なる指定サイズ及び指定透過度のカレンダ画像を合成して表示する
。このカレンダ画像は取得した日付情報（現在日付の年月日）に対応するカレンダ（付加
情報）を表すように画像素材情報から合成される。続くブロックＢ９５では、ネットワー
ク経由で祝日情報が取得できたかチェックくされる。ここで、祝日情報が取得できたこと
を検出した場合には、ブロックＢ９６でカレンダの土曜日、日曜日、及び祝日がこの祝日
情報に基づいて平日に対して区別できる表示色に変更される。他方、ブロックＢ９１及び
ＢＢ９２で日付情報を取得できなかったことを検出した場合には、ブロックＢ９７が実行
される。ブロックＢ９７では、カレンダ表示不可の通知を一時的に表示する。カレンダ画
像合成処理は、このブロックＢ９６またはＢ９７の実行後、あるいはブロックＢ９５で祝
日情報が取得できなかったことを検出した場合に終了する。但し、フォトフレーム表示は
、例えばリモコン２５のチャネルキー５６が操作されない限り継続する。ここで、表示日
付は時計回路３５に従って１日単位に更新される。
【００５４】
　図１６は図１２に示す天気予報画像合成処理を詳しく示す。この画像合成処理では、放
送波経由で天気情報を取得できたかブロックＢ１０１でチェックされ、さらにネットワー
ク経由で天気情報を取得できたかブロックＢ１０２でチェックされる。ブロックＢ１０１
またはＢ１０２のいずれかで天気情報（すなわち、付加情報の基礎データ）を取得できた
ことを検出した場合に、ブロックＢ１０３が実行される。このブロックＢ１０３では、付
加情報設定処理で登録された指定位置、指定サイズ、指定透過度の設定情報を天気予報の
画像素材情報と一緒にフラッシュメモリ２６から取得する。これに続くブロックＢ１０４
では、フォトフレームに指定位置で重なる指定サイズ及び指定透過度の天気予報画像を合
成して表示する。この天気予報画像は取得した天気情報に対応する天気予報（付加情報）
を表すように画像素材情報から合成される。この場合、天気画像は晴れ、雨、曇り等の記
号であってよい。他方、ブロックＢ１０１及びＢ１０２で天気情報を取得できなかったこ
とを検出した場合には、ブロックＢ１３５が実行される。ブロックＢ１０５では、天気予
報表示不可の通知を一時的に表示する。天気予報画像合成処理はこのブロックＢ１０４ま
たはＢ１０５の実行後に終了する。但し、フォトフレーム表示は、例えばリモコン２５の
チャネルキー５６が操作されない限り継続する。
【００５５】
　図１７は図１２に示す占い画像合成処理を詳しく示す。この画像合成処理では、放送波
経由で占い情報を取得できたかブロックＢ１１１でチェックされ、さらにネットワーク経
由で占い情報を取得できたかブロックＢ１１２でチェックされる。ブロックＢ１１１また
はＢ１１２のいずれかで占い情報（すなわち、付加情報の基礎データ）を取得できたこと
を検出した場合に、ブロックＢ１１３が実行される。このブロックＢ１１３では、付加情
報設定処理で登録された指定位置、指定サイズ、指定透過度の設定情報を占いの画像素材
情報と一緒にフラッシュメモリ２６から取得する。これに続くブロックＢ１１４では、フ
ォトフレームに指定位置で重なる指定サイズ及び指定透過度の占い画像を合成して表示す
る。この占い画像は取得した占い情報に対応する占い（付加情報）を表すように画像素材
情報から合成される。この場合、占い画像は大吉、吉、凶などの占い記号でよい。他方、
ブロックＢ１１１及びＢ１１２で占い情報を取得できなかったことを検出した場合には、
ブロックＢ１１５が実行される。ブロックＢ１１５では、占い表示不可の通知を一時的に
表示する。占い画像合成処理はこのブロックＢ１１４またはＢ１１５の実行後に終了する
。但し、フォトフレーム表示は、例えばリモコン２５のチャネルキー５６が操作されない
限り継続する。
【００５６】
　上述の実施形態に係るテレビ受信装置によれば、フォトフレーム表示を行う表示システ
ムを構成できる。即ち、受信装置にフォトフレーム機能が与えられ、外部メモリから静止
画像を受信装置内のメモリに消去可能に格納することができ、この静止画像をお好みのフ
ォトフレーム画像として表示部(ディスプレイ）に表示することができる。また、放送中
の番組のあるシーンをも静止画像として受信装置内のメモリに取り込むことができ、同様
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にこの静止画像をもフォトフレーム画像として表示部(ディスプレイ）に表示することが
できる。従って、受信装置の表示機能の利便性を向上することが可能となる。また、受信
装置内のメモリ内の静止画像は、ユーザフレンドリーな画面表示に従って選択或いは削除
が可能であり、この観点からも受信装置の表示機能の利便性を向上することができる。
【００５７】
　この表示システムでは、フォトフレームモードが設定された場合に、不揮発性メモリに
保持されるお気に入りフォト画像がフォトフレームとして表示され、画像表示処理がこの
フォトフレームに対する付加情報の基礎データを取得し、この基礎データに対応する付加
情報を表すように付加情報画像を合成し、表示されたフォトフレームに付加情報画像を重
ねるために独自の付加情報設定に従って行われる。付加情報は例えば時計、カレンダ、天
気予報、占いなどでよく、これらの基礎データは時刻情報、日付情報、天気情報、占い情
報のテキストとして放送波やインターネット経由で取得可能である。また、独自の付加情
報設定としては、例えば付加情報画像の位置、サイズ、透過度等を設定できる。このよう
な付加情報画像がフォトフレームに重ねられる場合、フォトフレーム表示が長引いても、
付加情報画像がフォトフレーム表示に対する退屈さをユーザに感じさせなくし、フォトフ
レーム機能の利便性を向上することができる。
【００５８】
　尚、本発明は上述の実施形態に限定されず、様々に変形することも可能である。
【００５９】
　上述の実施形態では、テレビ受信装置に関して説明しているが、テレビ受信装置に限ら
ず、ディスプレイを備えず、テレビ受信装置に接続される受信装置、例えば、ＢＳ・ＣＳ
用受信装置或いはケーブルテレビ用受信装置(所謂セットボックス）で上記実施の形態が
実現されても良いことは明らかである。
【００６０】
　また、上述の実施形態では、「アナログ時計」、「デジタル時計」、「カレンダ」、「
天気予報」、及び「占い」が付加情報として選択的にオンされたが、これら付加情報を他
の付加情報に置換えてもよい。
【００６１】
　また、リモコン２５のような操作モジュールによって選択される種別の付加情報の組み
合わせを表すように付加情報画像を合成してフォトフレームに重ねられたが、予め決めら
れた単一の付加情報のみをフォトフレームに重ねられてもよい。
【００６２】
　また、上述の実施形態では、フラッシュメモリ２６に予めフ登録された付加情報別の画
像素材情報を変更できなかったが、各付加情報に対して冗長的に画像素材情報を予め登録
し、付加情報設定の一部としてユーザにより任意に組み合わされる画像素材情報から付加
情報画像を合成してもよい。
【００６３】
　また、上述の実施形態では、フラッシュメモリ２６を不揮発性メモリとして用いたが、
例えばテレビ受信装置に録画用に接続されるハードディスクをこの不揮発性メモリとして
用いてもよい。
【００６４】
　また、複数のお気に入りフォト画像がフラッシュメモリ２６に登録された場合に、これ
らフォト画像をスライドショー形式のフォトフレームとして表示したが、フラッシュメモ
リ２６に登録された複数のフォト画像のうちのいずれか１つをさらに特定し、特定のフォ
ト画像のみをフォトフレームとして表示してもよい。
【００６５】
　さらに、ここで述べたシステムの様々なモジュールは、ソフトウェアアプリケーション
、ハードウェア及び／またはソフトウェアモジュール、もしくはサーバのような１以上の
コンピュータ上のコンポーネンツで実現可能である。これら様々なモジュールは別々に記
載されている一方で、基礎となるロジックやコードの全てあるいは一部に配分されてもよ
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い。
【符号の説明】
【００６６】
　　１０…マイクロプロセッサ、１６…信号処理部、１７…グラフィック処理部、１８…
ＯＳＤ信号生成部、１９…映像処理部、２０…ディスプレイ、２３…操作パネル、２４…
赤外線受光部、２５…リモコン、２６…フラッシュメモリ、２９…ネットワーク通信回路
、５０…メインメニューキー、５１…クイックメニューキー、５２…方向キー、５３…決
定キー、５４…「戻る」キー、５５…「終了」キー、５６…チャネルキー、５８…スチル
キー

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】
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【図１６】 【図１７】
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